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中嶋桂良さん・中嶋千総くん

（1959年生まれ）（1995年生まれ）
【香我美町】

野村朋弘さん・野村寛美さん

（1983年生まれ）（1983年生まれ）
【吉川町】

西内亘くん・西内登志美さん・西内司くん
（1995年生まれ）（1935年生まれ）（1995年生まれ）

【夜須町】

西内亘くん・西内登志美さん・西内司くん
（1995年生まれ）（1935年生まれ）（1995年生まれ）

【夜須町】

須田章子さん

須田アレクサンダー・ウイリアム健太郎くん

（1959年生まれ）（1995年生まれ）
                        【野市町】

須田章子さん

須田アレクサンダー・ウイリアム健太郎くん

（1959年生まれ）（1995年生まれ）
                        【野市町】

水
泳
の
練
習
を

が
ん
ば
る
！

水
泳
の
全
国
大
会
を

目
指
し
て
が
ん
ば
る
！

今
年
は
陸
上
で
ど
ん
ど
ん

自
己
記
録
を
破
る
ぜ
！

今
年
も
二
人
で
力
を
合
わ
せ
て

楽
し
い
家
庭
を
築
き
ま
す
！

今
年
は
ケ
ガ
の
無
い
よ
う
に

考
え
て
行
動
し
た
い
！

佐
古
小
の
６
年
生
と
た
く
さ
ん
思
い
出
つ
く
る
ぞ
！

孫
が
大
き
く
な
る
の
が
楽
し
み

水
泳
の
応
援
に
も
行
く
ぞ
！

方
向
転
換
の
で
き
る

イ
ノ
シ
シ
に
な
っ
て
も
っ
と
色
ん
な
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
～
す
！

イノシシ年

今年は

　今年の年男・年女の親子や

夫婦などに５町から登場しても

らい、今年の目標を聞きました。

勉
強
は
理
科
を
が
ん
ば
る
！

今
年
も
得
意
な
マ
ス
ト
の

　
　
選
手
に
選
ば
れ
た
い
！

平
成
十
九
年
一
月
　  

　
香
南
市
長

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、す
が
す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
は
、
市
政
に
対
し
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
、
ま
ち
は
香
南
市
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
香
南
市
長
に
就
任
し
、
地
域

の
祭
り
や
行
事
等
に
参
加
す
る
中
、
あ
ら
た
め
て
香
南
市
が
歴
史
と
文
化
と
伝
統
に
育
ま
れ

た
個
性
豊
か
な
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
信
念
と
愛
着
を
持
ち
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
ま
ち
を
盛
り
立
て
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ま
の
姿
に
触
れ
、
新
市
に
対
す
る
思

い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
皆
さ
ま
の
思
い
に
応
え
ら
れ
る
市
政
を
肝
に
銘
じ
「
安
全
で
安
心
な
活
力
の
あ
る

香
南
市
」を
目
指
し
て
一
歩
一
歩
、確
実
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ち
は
自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
す
べ
て
が
住
む
ほ
ど
に
深
み
を
増
し
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
魅
力
的
に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
原
動
力
と
な
る
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

元
気
で
夢
あ
ふ
れ
る
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　

　　広報こうなん 2007.1(３) 広報こうなん 2007.1 (２)



報

算告

決
●
香
南
市
と
な
っ
た
が
厳
し
い
台
所
●

決
算
報
告

平成17年度平成17年度　決算報告

香 我 美 町

赤 岡 町野 市 町

夜 須 町

　
　
　
　
２
月
末
で
の
打
ち
切
り

決
算
と
な
っ
た
た
め
、
町
税
を
始

め
補
助
事
業
に
か
か
わ
る
国
庫
支

出
金
・
県
支
出
金
・
地
方
債
な
ど
歳

入
の
多
く
が
未
収
入
の
状
態
で
あ

り
、
前
年
度
に
比
べ
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
歳
入
は
、

合
併
を
控
え
て
の
「
あ
た
ら
し
い

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」（
県
支
出
金

‥
２
億
８
３
３
３
万
３
千
円
）
や
、

合
併
に
伴
う
庁
舎
改
修
事
業
・
シ

ス
テ
ム
統
合
経
費
等
の
た
め
の
４

町
村
か
ら
の
受
託
事
業
収
入
（
諸

収
入
‥
６
億
２
６
７
０
万
２
千
円
）

な
ど
で
す
。

　
　
　
　
主
な
内
容
と
し
て
は
、

市
町
村
合
併
に
伴
う
庁
舎
改
修
事

業
・
シ
ス
テ
ム
統
合
事
業
、
国
勢
調

査
、衆
議
院
選
挙（
総
務
費
）、農
道
・

水
路
の
整
備
、
農
村
振
興
総
合
整

備
事
業
（
農
林
水
産
業
費
）
、
町
道

の
整
備
（
土
木
費
）
、
野
市
小
学
校

校
舎
大
規
模
改
修
・
耐
震
補
強
事

業（
教
育
費
）が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
昨
年
度
に
比
べ
て
３
億

１
８
７
２
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。こ
れ
は�

２
月
末
の
打
ち
切

り
決
算
の
た
め
、
地
方
債
・
地
方
交

付
税
・
国
・
県
支
出
金
等
が
未
収
入

な
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
す
。�

　
　
　
　
主
な
内
容
と
し
て
は
、

総
務
費
の
合
併
に
伴
う
電
算
シ
ス

テ
ム
の
統
合
に
よ
る
経
費
（
１
億

１
６
７
５
万
４
千
円
）
、
ヤ
・
シ
ィ

パ
ー
ク
内
に
建
設
し
た
地
場
産
品

販
売
施
設（
７
６
７
８
万
９
千
円
）、

災
害
復
旧
費
（
１
億
７
０
４
４
万

８
千
円
の
増
）な
ど
で
す
。

　
　
　
　
主
な
内
容
と
し
て
は
、

総
務
費
の
合
併
に
伴
う
電
算
シ
ス

テ
ム
の
統
合
に
よ
る
経
費
、
土
木

費
の
町
道
鶉
戸
河
内
線
の
整
備
事

業
、
教
育
費
の
岸
本
小
学
校
耐
震

補
強
事
業
な
ど
で
す
。

自
主
財
源

繰入金0円(0.0%)

繰越金
4,507万4千円（2.6%)

使用料および手数料
7,525万3千円（4.3%)

その他
1億123万4千円（5.0%)

その他
2億4,097万8千円（4.5%)

その他
1億504万6千円（3.2%)

その他
5,662万円（3.2%)

地方債
2億5,590万円（4.8%)

地方債
1億1,090万円（6.3%)

国庫支出金
7,169万5千円（1.3%)

県支出金
3億8,193万6千円（7.1%)

地方債
1億8,570万円（5.7%)

国庫支出金
4,579万6千円（1.4%)

県支出金
8,283万2千円（2.6%)

国庫支出金
2,670万6千円（1.5%)

県支出金
2,000万9千円（1.1%)

地方債
1億1,920万円（5.9%)
国庫支出金
8,549万4千円（4.2%)
県支出金
1億7,172万3千円（8.5%)

諸収入
6,396万9千円（3.2%)

諸収入
1億3,610万7千円（4.2%)

歳入総額
17億5,937万5千円

地方税
2億8,504万4千円

（16.2%)

地方交付税
8億7,225万7千円

（49.6%)

諸収入
2億6,751万2千円

（15.2%)

歳入総額
20億2,108万7千円

地方交付税
10億8,370万5千円

（53.6%)

地方税
2億7,009万2千円（13.4%)

繰入金
17万8千円(0.0%)
繰越金
5,686万7千円（2.8%)

使用料および手数料
6,862万5千円（3.4%)

歳入総額
53億5,793万1千円

地方交付税
17億8,571万3千円

（33.3%)

諸収入
9億1,779万5千円

（17.2%)

地方税
13億7,143万2千円

（25.6%)

繰入金
2億3,717万3千円(4.4%)

繰越金2,873万7千円（0.5%)

使用料および手数料
6,657万2千円（1.3%)

繰越金
6,233万4千円（1.9%)

使用料および手数料
1億245万2千円（3.1%)

議会費
4,997万9千円（2.2%)

衛生費
1億5,354万5千円（6.9%)

農林水産費
1億4,156万9千円（6.4%)

商工費
1億872万4千円（4.9%)

土木費
1億7,962万3千円（8.1%)

消防費
8,340万2千円（3.7%)

歳出総額
22億2,763万4千円

公債費
2億6,754万円（12.0%)

総務費
4億7,609万1千円

（21.4%)

民生費
3億4,761万円
（15.6%)

教育費
1億9,825万7千円（8.9%)

災害復旧費
2億2,129万4千円（9.9%)

議会費
7,058万1千円
（1.4%)

衛生費
4億406万7千円（7.9%)

商工費
855万3千円（0.2%)

土木費
2億6,492万5千円（5.1%)

消防費
1億7,844万6千円（3.5%)

歳出総額
51億4,141万5千円

公債費
5億7,381万7千円（11.2%)

総務費
10億49万7千円
（19.4%)

民生費
12億7,753万9千円

（24.8%)

農林水産費
4億9,187万4千円（9.6%)

教育費
8億7,111万6千円

（16.9%)
災害復旧費
0円（0.0%)

議会費
5,426万1千円（1.8%)

農林水産費
9,175万8千円（3.0%)

商工費
1,957万4千円（0.6%)

土木費
2億5,766万1千円（8.5%)

消防費
9,224万7千円（3.0%)

歳入総額
32億5,279万6千円

地方交付税
12億87万2千円
（36.9%)

地方税
5億9,541万2千円

（18.3%)

繰入金
7億3,624万5千円

(22.6%)

歳出総額
30億3,226万5千円

公債費
3億6,657万4千円（12.1%)

総務費
9億6,985万3千円

（32.0%)

民生費
4億1,147万6千円

（13.6%)

衛生費
4億2,595万4千円

（14.0%)

教育費
2億9,413万4千円（9.7%)

災害復旧費
4,877万3千円（1.6%)

議会費
4,896万6千円（2.5%)

衛生費
9,076万7千円（4.6%)

農林水産費
1億530万6千円（5.4%)
商工費601万円（0.3%)

消防費
5,744万5千円（2.9%)

歳出総額
19億6,724万6千円

公債費
3億2,533万8千円

（16.5%)

総務費
5億5,430万4千円

（28.2%)

民生費
3億8,989万8千円

（19.8%)

土木費
2億649万7千円（10.5%)

教育費
1億8,271万5千円（9.3%)

災害復旧費0円（0.0%)

依
存
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

　
２
月
末
で
の
打
ち
切
り

決
算
と
な
っ
た
た
め
、
地
方
譲
与

税
、
特
別
交
付
税
、
使
用
料
、
国
・
県

支
出
金
等
の
３
月
分
が
未
収
入
と

な
り
、
総
額
で
前
年
度
対
比
△
36
・

1
％
、
9
9
億
９
３
１
２
万
５
千

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、

総
務
費
の
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
等

の
合
併
に
伴
う
経
費
、�

弁
天
座
整

備
事
業
、
農
林
水
産
業
費
の
漁
村

コ
ミ
ュ
テ
ィ
基
盤
整
備
事
業
、
土

木
費
の
町
道
舗
装
・
側
溝
改
修
事

業
、
栄
町
団
地
建
設
事
業
な
ど
で

す
。

　
　
　
　
昨
年
度
に
比
べ
て
１
億

１
１
３
２
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
２
月
末
の
決
算

で
す
。
地
方
債
・
地
方
交
付
税
・
国
・

県
支
出
金
が
入
金
に
な
ら
な
い
の

で
繰
入
金
で
補
っ
た
た
め
、
繰
入

金
が
７
億
９
９
０
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

平
成
17
年
4
月
1
日
か
ら
平

成
18
年
２
月
28
日
ま
で
は
旧
町

村
の
決
算
、
３
月
１
日
か
ら
３
月

31
日
ま
で
は
香
南
市
の
決
算
を

報
告
し
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
は
国
の
三
位
一

体
の
改
革
に
よ
り
、
平
成
13
年

度
か
ら
地
方
交
付
税
の
大
幅
な

減
額
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

財
政
の
根
幹
で
あ
る
税
収
入
も

年
々
減
少
し
て
お
り
、
香
南
市

に
な
っ
て
も
厳
し
い
財
政
運
営

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
２
月
末
の
打
ち
切

り
決
算
に
な
っ
た
た
め
、
町
村

税
や
国
、
県
支
出
金
地
方
債
な

ど
が
未
収
入
と
な
り
、
前
年
度

に
比
べ
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
出
面
で
は
合
併
に
向
け
た

電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
な
ど
条
件

整
備
の
た
め
香
南
市
・
５
町
村
の

総
務
費
が
大
き
く
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
教
育
費
で
は
南

海
地
震
に
備
え
る
た
め
に
野
市

小
・
香
我
美
小
学
校
の
耐
震
補

強
を
行
い
ま
し
た
。
　
　

　
歳
入
に
は
、
自
主
財
源
と
依

存
財
源
が
あ
り
ま
す
。
市
税
や

手
数
料
な
ど
直
接
市
の
収
入
と

な
る
も
の
を
「
自
主
財
源
」
、
国

や
県
か
ら
入
っ
て
く
る
お
金
や

市
債
（借
金
）な
ど
の
こ
と
を
「依

存
財
源
」
と
言
い
ま
す
。
自
主
財

源
が
多
い
ほ
ど
、
安
定
し
た
施

策
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

自
主
財
源
と
依
存
財
源

壱万円
日本銀

行券

10000

10000

壱万円

日本銀行券 10000

10000

　　広報こうなん 2007.1(５) 広報こうなん 2007.1 (４)



算

報

告

決平成17年度特別会計決算

平成17年度　決算報告 平成17年度　決算報告

吉 川 村

香 南 市

住宅新築資金等貸付事業特別会計

工業用水道事業会計

香南市香我美

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

3,905万5千円

6,769万4千円

5,296万6千円

1億4,194万4千円

306万9千円

604万7千円

5,700万円

676万7千円

野　市 香南市香我美

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

9,625万6千円

9,348万9千円

0円

5,600万3千円

2億7,293万3千円

2億2,886万6千円

5,568万2千円

2億6,971万6千円

3,218万円

 6,076万7千円

614万5千円

4,983万8千円

国民健康保険特別会計

歳　出歳　入

赤　 岡

香我美

野　 市

夜　 須

2億2,022万1千円

5億1,774万6千円

12億8,652万9千円

5億2,231万8千円

3億923万円

6億3,027万6千円

14億419万2千円

6億580万8千円

吉　 川

香南市

2億505万6千円

9億4,703万1千円

2億4,997万円

9億3,987万1千円

水道事業会計

老人保健特別会計

歳　出歳　入

赤　 岡

香我美

野　 市

夜　 須

4億1,372万9千円

8億8,138万3千円

16億9,386万4千円

6億9,302万円

4億2,850万4千円

7億9,956万5千円

17億396万4千円

6億9,555万5千円

吉　 川

香南市

2億9,770万1千円

8億383万1千円

2億9,127万4千円

7億8,250万2千円

歳出総額
47億2,198万8千円

地方税
1億2,644万円（8.1%)

地方税
2億2,291万円（4.1%)

繰入金
548万9千円(0.1%)

歳入総額
15億5,269万9千円

繰入金
3億4,089万1千円

（22.0%)

地方交付税
8億4,860万9千円

（54.6%)

公債費
13億115万円
（27.6%)

諸支出費
5億6,059万2千円（11.9%)

総務費
14億5,084万2千円

（30.7%)

歳出総額
16億705万4千円

公債費
3億5,382万3千円

（22.0%)

総務費
4億5,907万5千円

（28.6%)

民生費
2億7,632万9千円

（17.2%)

民生費
3億6,251万9千円（7.7%)

繰越金
3,661万1千円（2.4%)

地方債
6,400万円（4.1%)
国庫支出金
659万5千円（0.4%)
県支出金
1,787万6千円（1.2%)

その他
3,363万7千円（2.2%)

その他
2億1,790万2千円（4.1%)

諸収入
2,983万3千円（1.9%)

繰越金0円（0.0%)

歳入総額
53億2,799万6千円

地方交付税
7億56万9千円
（13.1%)

地方債
19億2,820万円
（36.2%)

国庫支出金
5億1,652万6千円（9.7%)

県支出金
8億4,996万1千円

（16.0%)

諸収入
8億1,166万6千円

（15.3%)

使用料および手数料
4,820万7千円（3.1%)

使用料および手数料
7,477万3千円（1.4%)

議会費
4,361万2千円（2.7%)

衛生費
7,552万2千円（4.7%)

農林水産費
1億5,490万3千円（9.6%)
商工費8万5千円（0.0%)
土木費6,855万8千円（4.3%)
消防費8,226万9千円（5.1%)

教育費9,287万8千円（5.8%)

災害復旧費0円（0.0%)

議会費212万2千円（0.1%)

衛生費4,936万3千円（1.0%)

農林水産費
3億6,494万4千円（7.7%)

商工費
5,621万2千円（1.2%)

土木費
1億1,996万7千円（2.5%)

消防費
5,325万7千円（1.1%)

教育費3億9,334万7千円（8.3%)

災害復旧費
  767万3千円（0.2%)

特
定
財
源

一
般
財
源

特
定
財
源

一
般
財
源

香南市の３月１日から３月末日までの
　　歳入・歳出についての内容を説明します。

　
　
　
　
地
方
債
が
多
い
の
は
建

設
事
業
が
完
了
後
に
借
り
入
れ
を

行
う
た
め
で
３
月
に
集
中
す
る
よ

う
に
な
り
、
国
県
支
出
金
も
同
じ

で
す
。

　
諸
収
入
は
旧
団
体
の
歳
入
か
ら

歳
出
を
差
し
引
い
た
残
金
（
歳
計

剰
余
金
）を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
総
務
費
の
構
成
比
が
高

い
の
は
合
併
関
連
の
経
費
に
よ
る

も
の
で
す
。
公
債
費
は
借
り
入
れ

の
償
還
が
３
月
に
集
中
し
て
い
る

た
め
決
算
額
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

歳
入

歳
出

　
　
　
　
２
月
末
で
の
打
ち
切
り

決
算
と
な
っ
た
た
め
、
村
税
を
は

じ
め
、
事
業
に
か
か
わ
る
特
定
財

源
の
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
・
地

方
債
な
ど
が
未
収
入
の
状
態
で
あ

り
、
そ
れ
ら
を
補
う
た
め
財
政
調

整
基
金
の
取
崩
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
主
な
内
容
は
、
市
町
村

合
併
に
伴
う
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

お
よ
び
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
導
入
事

業
、
国
勢
調
査
、
衆
議
院
選
挙
（
総

務
費
）
、
直
販
所
・
加
工
施
設
建
築

事
業
、
海
岸
堤
防
補
強
事
業
（
農
林

水
産
業
費
）
、
村
道
の
整
備
（
土
木

費
）
、
防
災
資
機
材
等
備
蓄
倉
庫
新

築
事
業
、
庁
舎
非
常
用
発
電
機
設

置
事
業
（
消
防
費
）
、
村
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
ネ
ッ
ト
改
修
事
業
（
教
育
費
）

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

歳
入

歳
出

【香我美】資本的収入額が

資本的支出額に対して不

足する額5,600万3千円は、

当年度消費税および地方

消費税資本的収支調整額

と過年度損益勘定留保資

金で補てんした。

【香我美】資本的収入額が資

本的支出額に対して不足す

る額8,897万8千円は、当年

度消費税および地方消費税

資本的収支調整額と過年度

損益勘定留保資金で補てん

した。

【野市】資本的収入額が資

本的支出額に対して不足

する額2億1,403万4千円は、

当年度消費税および地方

消費税資本的収支調整額

と過年度損益勘定留保資

金で補てんした。

■国民健康保険に加

入している人の医療

費などをまかなう会

計です。

　主な収入は、国保税

と国庫支出金などです。

主な支出は、医療費と

老人保健への拠出金

です。

■75歳以上の高齢者

の医療費をまかなう

会計です。

　主な収入は、国民健

康保険など各医療保

険の保険者からの拠

出金と、国や県・市町

村の負担金で、支出の

大半は医療費です。

【香南市】資本的収入額が

資本的支出額に対して不

足する額4,369万3千円は、

当年度消費税および地方

消費税資本的収支調整額

と過年度損益勘定留保資

金で補てんした。

平成17年度企業会計決算

※香我美・野市は

　Ｈ18年2月まで

　（税込み）

※香南市は

　Ｈ18年3月のみ

　（税込み）

■旧５町村はＨ17年４月～Ｈ18年２月まで、香南市はＨ18年３月のみの決算です。

※香我美・野市は

　Ｈ18年2月まで

　（税込み）

※香南市は

　Ｈ18年3月のみ

　（税込み）

介護保険特別会計

歳　出歳　入

赤　 岡

香我美

野　 市

夜　 須

2億7,045万8千円

3億5,673万9千円

8億6,380万3千円

3億3,095万4千円

2億6,481万7千円

3億2,666万9千円

8億5,876万9千円

3億5,070万8千円

吉　 川

香南市

1億2,924万6千円

4億6,893万円

1億2,090万5千円

3億8,679万6千円

■40歳以上の全員が

加入し、介護が必要に

なった時に給付など

を行う会計です。

　主な収入は、保険料、

国・県支出金、支払基

金交付金などです。主

な支出は、介護給付費

です。

香南地域介護認定審査会特別会計

歳　出歳　入

野　 市 623万8千円 623万8千円

歳　出歳　入

赤　 岡

吉   川

 9,182万円

7,562万8千円

6,008万1千円

7,491万6千円

簡易水道事業特別会計

歳　出歳　入

赤　 岡

香我美

夜　 須

6,345万1千円

209万2千円

4,642万2千円

2,384万7千円

4,669万8千円

206万8千円

4,526万9千円

2,175万7千円吉　 川

香南市 5,669万3千円 2,509万6千円

農業集落排水事業特別会計

歳　出歳　入

香我美

野   市

夜　 須

香南市

3,697万6千円

1億8,122万2千円

2,591万円

1億6,281万2千円

3,643万6千円

2億6,390万4千円

2,568万9千円

1億5,026万3千円

漁業集落排水事業特別会計

歳　出歳　入

夜　 須

香南市

2,000万2千円

1,031万円

1,988万円

1,031万円

サイクリングターミナル特別会計

歳　出歳　入

夜　 須 1,782万6千円 1,779万2千円

バス輸送特別会計

歳　出歳　入

夜　 須 1,372万8千円 1,333万6千円

下水道事業特別会計

歳　出歳　入

香我美

野   市

夜　 須

香南市

4,798万円

1億5,017万7千円

1億4,398万8千円

4億4,358万4千円

4,758万5千円

 4億699万7千円

1億9,728万1千円

4億3,269万7千円

合
併
し
て
も

ま
す
ま
す
厳
し
い

　
　
　
財
政
運
営

　
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ

り
地
方
に
と
っ
て
最
大
の
収
入

源
、
地
方
交
付
税
が
大
幅
に
削

減
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
骨
太

方
針
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
に

は
現
在
の
国
債
発
行
額
30
兆

円
の
発
行
を
無
く
す
方
向
で

歳
出
削
減
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
地
方
に
と
っ
て
、
さ

ら
に
地
方
交
付
税
が
削
減
さ

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
平
成
19
年

度
は
国
の
削
減
額
が
８
０
０
０

億
円
（４
・４
％
）の
予
定
で
す
が
、

こ
れ
を
香
南
市
に
計
算
す
る

と
３
億
１
８
０
０
万
円
の
減
額

と
な
り
、
市
に
と
っ
て
も
大
き

な
減
収
と
な
り
ま
す
。
ほ
か
に

も
国
か
ら
の
交
付
金
が
減
額

さ
れ
る
見
込
み
で
１
％
の
税

源
移
譲
が
あ
る
も
の
の
、
総
合

的
に
は
大
幅
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
後
は
合
併
効

果
を
出
せ
る
よ
う
に
行
財
政

改
革
を
行
い
、
事
業
を
少
な
く

し
、
歳
出
面
を
押
さ
え
た
抜

本
的
な
改
革
を
行
う
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。
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祭りで使える「一両小判」は１枚百円。

両替商は、銀行の職員さん！

祭りで使える「一両小判」は１枚百円。

両替商は、銀行の職員さん！

　通りは、約100軒の個性的な露店が並び、

路上ライブやどこからか聞こえてくる民

族太鼓の音色。

　商店街では仮装した店主や地域の郵便局、

銀行、農協の職員たちの店、大人気の「路上

のこたつ」や「橋の上ステージ」の赤岡保育

園児のよさこい踊りや冬の大杯飲み干し

大会など、思い思いの場所で楽しむ光景が

見られました。

愉快な口上で

バナナのたたき売り！

「安いよっ」

愉快な口上で

バナナのたたき売り！

「安いよっ」

国際交流員の
サンタさんがやって来た♪
国際交流員の
サンタさんがやって来た♪

塩
の
道    

探
検
記

編
集
委
員
が
行
く

道
中
に
残
さ
れ
た
人
・
文
化
・
物
の
交
流
の
歴
史
を
追
跡

周
辺

◆「
赤
岡
の
塩
の
由
来
」

　
今
か
ら
4
0
0
年
前
、
関
ヶ
原

の
戦
い
後
、
土
佐
へ
入
国
し
た
山

内
一
豊
は
、
赤
岡
の
濵
五
郎
兵
部

衛
に
対
し
て
元
親
時
代
と
同
様
の

大
庄
屋
（
塩
田
21
・
酒
甫
18
）
の
資

格
を
与
え
た
。

　
五
郎
兵
衛
は
撫
養
地
方
の
精
塩

法
に
よ
り
作
塩
（
に
が
り
分
の
多

い
塩
）
か
ら
真
塩
（
白
い
塩
）
の
精

製
に
成
功
し
た
。
寛
保
２
年
（
１
７

４
２
）
こ
ろ
に
は
、
前
浜
か
ら
羽
根

ま
で
の
間
に
揚
げ
浜
法
塩
田
を
開

拓
し
た
。
與
楽
寺
山
門
（
現
在
の
赤

岡
庁
舎
周
辺
）で
上
質
の
塩
が
物
々

交
換
さ
れ
、
市
が
立
っ
た
と
い
う
。

こ
の
塩
は
遠
く
藩
境
ま
で
運
ば
れ

た
。

◆
塩
の
道
探
訪
へ

　
今
後
、
本
・
間
道
の
見
定
め
、
隠

れ
た
郷
土
史
の
発
掘
と
、
将
来
は

楽
し
い
郷
土
史
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ド

ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
を
企
画
し
、
僻
地

の
活
性
化
、
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る

郷
土
遺
産
継
承
の
基
礎
的
調
査
と

し
た
。　
　
　
　
　（
野
村
土
佐
夫
）

ｰ-広報編集委員--

島崎則彦・田中たい子・久保きみ

十萬眞明・野村土佐夫

　
当
時
、
こ
の
道
は
重
要
な
産
業
道
で
あ
り
、
塩
だ
け
で
な

く
生
活
必
需
品
や
歴
史
、
文
化
な
ど
も
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
広
報
編
集
委
員
が
歩
い
た
、
文
代
峠
か
ら
赤
岡

ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
塩
の
道
」
を
紹
介
し
ま
す
。

塩
市
か
ら
塩
を
奥
地
に
運
ぶ
道
を「
塩
の
道
」
と
い
っ
た
。

塩
市
か
ら
塩
を
奥
地
に
運
ぶ
道
を「
塩
の
道
」
と
い
っ
た
。

へ
き

よ
　
ら
く
　
じ

名物「路上のこたつ」を囲む人たち。祭りで出会って意気投合！名物「路上のこたつ」を囲む人たち。祭りで出会って意気投合！

　
12
月
２
日
（
土
）
３
日
（
日
）
赤
岡
町
横
町
商
店
街
で
、
冬
の
夏
祭
り

（
同
実
行
グ
ル
ー
プ
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
が
人
を
呼
び
、「
商
店
街
に
活
気
を
」
と
年
々
盛
り
上
が
っ
て
行

き
、
地
域
と
集
ま
る
人
た
ち
の
個
性
が
独
特
の
ス
タ
イ
ル
で
解
け
合

う
ユ
ニ
ー
ク
な
形
で
続
い
て
き
た
こ
の
祭
り
。
毎
年
、
楽
し
み
に
し
て

い
る
人
も
多
く
、
遠
く
は
北
海
道
な
ど
県
外
か
ら
訪
れ
る
フ
ァ
ン
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
こ
の
２
日
間
で
約
７
千
人
が
訪
れ
、
活
気
と
笑
い
声
に
会
場
の
冷

気
が
緩
ん
で
い
ま
し
た
。
　

そ
の
昔「
塩
市
」が
あ
り
、人
も
物
も
集
ま
る
賑
や
か
だ
っ
た
ま
ち
、あ
か
お
か
。 

　
今
年
12
回
目
を
迎
え
た
こ
の
祭
り
は
、
赤
岡
を
愛
す
る
若
者
と
ま
ち
の
人

た
ち
が
始
め
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
発
端
で
し
た
。

お笑い芸人も参加した大杯飲み干し大会お笑い芸人も参加した大杯飲み干し大会
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文
代
峠
周
辺

君
子
方
神
社

あ
ぐ
り
の
さ
と

鞍
掛
石

曽
我

岩
田
橋

馬
頭
観
音
像

山北

中ノ村中ノ村

岸本
赤岡

中西川

口
西
川

塩
の
道
で

発
見
し
た
お
宝
は
？

　
宗
我
神
社
は
岩
田
橋
の
南
に
あ

り
ま
す
。
中
ノ
村
宗
我
に
あ
っ
た

も
の
を
、
大
正
３
年
現
在
地
に
移

し
ま
し
た
。
由
来
は
古
く
、
弘
法
大

師
の
つ
え
跡
の
石
も
あ
り
ま
す
。

　
神
社
の
横
の
小
道
は
赤
岡
か
ら

の
主
要
道
で
恵
日
寺
へ
の
道
標
石

も
あ
り
、
そ
の
先
、
山
北
川
に
は
改

修
ま
で
、
歩
幅
に
合
わ
せ
て
飛
び

石
が
あ
り
、
昭
和
座
跡
の
方
へ
。
そ

の
北
に
は
宗
我
神
社
跡
の
石
碑
、

上
流
の
山
北
口
橋
の
下
流
（
富
家

ぜ
き
辺
り
）
に
も
飛
び
石
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
安
岡
家
（
文
化
財
）
へ
も

道
が
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。

　
近
く
の
西
内
繁
子
さ
ん
（
95
歳
）

に
よ
る
と
、
神
社
境
内
の
東
に
大

き
な
松
が
あ
り
、
少
し
高
い
所
に

穴
が
あ
っ
て
、
子
ど
も
が
入
っ
て

遊
ん
だ
と
か
。
昭
和
の
は
じ
め
、
橋

の
北
側
に
は
、
小
屋
が
あ
り
、
数
台

の
人
力
車
が
客
待
ち
を
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
ま
た
天
秤
棒
を
担
ぎ

女
性
の
行
商
が
「
い
お
は
い
ら
ん

か
ね
」
と
富
家
辺
り
ま
で
行
き
、
し

ば
木
や
竹
の
皮
と
交
換
。
後
日
そ

れ
を
草
履
に
編
ん
で
き
た
。

　
や
が
て
天
秤
が
小
さ
な
手
押
車

や
大
八
車
・
リ
ヤ
カ
ー
へ
。
道
の
幅

も
場
所
も
時
代
と
と
も
に
変
っ
て

い
っ
た
と
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。　
　
　（
十
萬
眞
明
）

宗
我（
曽
我
）神
社

７
つ
の
馬
頭
観
音

▼
赤
岡
町
に
は
、
古
い
蔵
が
残
る

▼

宗
我
神
社
へ

▼

庭
先
に
集
め
ら
れ
た
墓
石

▼

鞍
掛
石

▼

地
場
産
品
直
販
所

　
　
　
　
　
　
あ
ぐ
り
の
さ
と

▼

君
子
方
神
社
（
ク
シ
カ
タ
）

 
 
 

  
 

 
 　

奥
西
川
の
有
宮
神
社
か
ら
少
し

峠
寄
り
の
道
端
に
、「
塩
の
道
保
存

会
」
の
案
内
板
が
立
っ
て
い
た
。「
こ

こ
か
ら
未
整
備
な
の
で
、
塩
の
道
を

歩
か
れ
る
方
は
香
北
･
赤
岡
線
を
通

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
掲
示
し
て
あ
る

の
は
、
こ
れ
か
ら
先
が
「
塩
の
道
」
と

し
て
最
大
の
難
所
な
の
で
あ
ろ
う
。

昔
な
ら
追
剥
が
出
そ
う
な
薄
暗
い

樹
間
を
つ
づ
ら
折
り
に
あ
が
っ
た
。

途
中
、
い
く
つ
か
の
「
塩
の
道
」
を
確

認
し
つ
つ
、
連
続
の
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー

ブ
に
後
部
座
席
で
空
ブ
レ
ー
キ
を

踏
み
、
四
肢
が
硬
直
、
冷
や
汗
を
か

い
た
。

　
急
に
目
の
前
が
開
け
た
。

　
こ
こ
が
文
代
峠
！

　
赤
色
の
奉
納
旗
が
鮮
や
か
に
風

に
な
び
き
、
小
さ
な
祠
に
は
馬
頭
観

音
が
鎮
座
さ
れ
て
い
た
。60
㎝
ほ
ど

の
自
然
石
に
浮
き
彫
の
観
音
像
の

宝
冠
は
、
確
か
に
馬
頭
を
頂
い
て
い

る
。

　
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
不
能
で

肝
心
の
馬
頭
部
分
が
暗
く
、
窮
余
の

一
策
。
女
性
編
集
員
に
、「
化
粧
用
コ

ン
パ
ク
ト
を
貸
し
て
」
と
言
え
ば
即

座
に
、馬
頭
観
音
に
光
が
当
た
っ
た
。

　
一
般
的
に
木
彫
り
の
馬
頭
観
音

は
憤
怒
相
が
多
い
が
、
こ
の
観
音
様

は
穏
や
な
優
し
い
慈
悲
相
の
お
顔
。

前
面
に
「
嘉
永
元
年
八
月
十
七
日
」

と
刻
銘
が
あ
り
、
江
戸
時
代
末
期
に

建
立
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
馬
頭
観
音
の
信
仰
は
、
平
安
時
代

か
ら
と
い
う
。
山
間
の
人
々
に
は
身

内
の
よ
う
な
牛
馬
の
無
事
息
災
と
、

死
後
の
冥
福
を
祈
り
、
重
ね
て
身
辺

の
人
々
の
苦
悩
救
済
に
祀
ら
れ
て

き
た
。

　
そ
の
昔
、
地
域
産
業
の
中
心
だ
っ

た
赤
岡
と
物
部
郷
を
結
ぶ
交
易
の

往
還
道
で
あ
っ
た
「
塩
の
道
」
に
は
、

い
く
所
か
馬
頭
観
音
が
祀
ら
れ
、
ま

た
「
馬
止
め
」「
馬
淵
」
な
ど
馬
に
ま

つ
わ
る
地
名
も
多
い
。
馬
が
い
か
に

重
要
な
交
通
手
段
で
あ
っ
た
か
、
ま

た
、
こ
の
「
塩
の
道
」
が
厳
し
い
難
所

で
あ
っ
た
こ
と
も
含
め
て
伺
い
知

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

 

文
代
峠
を
去
る
に
当
た
り
、峠
の

頂
上
と
思
し
き
所
に
「
こ
こ
か
ら
香

美
市
」
の
案
内
標
識
が
所
在
無
く
立

つ
と
こ
ろ
か
ら
、晩
秋
の
風
が
音
も

な
く
吹
け
抜
け
て
く
る
。

　
文
代
峠
の
観
音
様
。

　
諸
願
成
就
、
家
内
安
全
無
病
息

災
、
交
通
安
全
祈
願
と
地
元
の
人
々

に
手
厚
く
祀
ら
れ
、
今
な
お
四
季

折
々
の
草
花
が
絶
え
る
こ
と
な
く

供
え
ら
れ
て
い
た
。　（
島
崎
則
彦
）

　
文
代
峠
か
ら
く
ね
く
ね
と
急
坂

を
下
っ
た
中
西
川
は
民
家
が
点
在

し
、
穏
や
か
な
そ
の
山
里
の
風
景

に
ほ
っ
と
す
る
。

　
西
川
村
役
場
跡
の
下
手
に
大
き

な
杉
に
囲
ま
れ
た
君
子
方
神
社
が

あ
る
。
鳥
居
の
脇
に
は
「
香
我
美
町

天
然
記
念
物
・
君
子
方
神
社
の
ス

ギ
。
右
左
幹
周
り
は
３
ｍ
以
上
、
高

さ
は
約
30
ｍ
」
と
あ
る
。
樹
齢
は
不

明
だ
が
、
雷
に
打
た
れ
た
の
か
焼

け
こ
げ
た
跡
も
あ
り
、
長
い
間
こ

こ
に
踏
ん
張
っ
て
い
る
姿
に
、
あ

り
が
た
さ
を
感
じ
た
。

　
石
段
を
登
る
と
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
の
が
拝
殿
の
柱
。
滝
を
登

る
鯉
の
両
側
に
竜
、
さ
ら
に
は
鶴

の
姿
も
。
今
に
も
飛
び
出
し
そ
う

な
ほ
ど
の
彫
刻
に
、
口
を
あ
け
た

ま
ま
見
入
っ
て
し
ま
う
。

　「
こ
れ
は
登
竜
門
を
意
味
し
ち
ょ

ら
あ
ね
」
…
な
る
ほ
ど
。
急
流
の
滝

を
鯉
だ
け
が
登
り
き
り
、竜
に
な
っ

た
と
い
う
伝
説
で
立
身
出
世
に
か

か
わ
る
難
関
突
破
の
意
味
。

　
子
ど
も
を
持
つ
わ
た
し
た
ち
は

「
拝
ん
じ
ょ
か
な
い
か
ん
！
」
と
思

わ
ず
手
を
合
わ
せ
た
。

　
「
登
竜
門
」
の
裏
側
に
は
、
菊
の

紋
も
ひ
っ
そ
り
、
し
か
し
、
し
っ
か

り
と
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
の
が
印

象
的
だ
っ
た
。　
　（
久
保
き
み
）

　
下
組
地
区
の
川
沿
い
に
は
田
舎

の
風
景
が
あ
っ
た
。
岸
辺
に
は
渋

柿
が
鈴
な
り
！
そ
う
、
吊
し
柿
は

保
存
食
な
の
だ
。

　
山
手
へ
行
く
と
、
７
頭
の
手
作

り
馬
頭
観
音
が
祀
ら
れ
て
い
た
。

地
域
の
人
が
、
思
い
を
込
め
て
一

生
懸
命
に
彫
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
山
沿
い
に
続
い
て
い
く
運
搬
用

の
モ
ノ
レ
ー
ル
。
小
さ
な
橋
の
下

に
は
カ
ニ
を
捕
る
た
め
の
梁
。
こ

の
山
里
で
「
人
が
生
き
る
た
め
の

知
恵
」
が
至
る
所
に
見
受
け
ら
れ

た
。

　
西
川
小
学
校
跡
か
ら
少
し
下
っ

て
い
く
と
地
場
産
品
直
販
所
「
あ

ぐ
り
の
さ
と
」
。
そ
の
少
し
手
前
、

県
道
の
下
に
「
鞍
掛
石
」
が
あ
る
。

昔
、
塩
の
道
を
往
来
す
る
馬
の
鞍

を
掛
け
て
、
ひ
と
休
み
さ
せ
た
の

だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
な
る

ほ
ど
、
鞍
を
掛
け
る
に
は
絶
好
の

形
を
し
て
い
る
。

　
今
は
田
ん
ぼ
の
中
に
あ
る
こ
の

石
。
小
さ
な
道
が
こ
の
側
に
も
通

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
な
。

　
先
日
８
周
年
を
祝
っ
た
「
あ
ぐ

り
の
さ
と
」
は
現
在
の
「
鞍
掛
石
」

な
の
か
も
ね
。　
　（
田
中
た
い
子
）

　塩の道のルートはたく

さんあります。次回は香南

市最北の舞川地区で聞い

た話を紹介します。

お
い
は
ぎ

ぶ
ん
し
ろ

ぶ
ん
し
ろ

わ
き

ま
つ

や
な

く
ら
か
け

く
ら
か
け

く
ら

そ
　
が

て
ん
び
ん

魚

て
ん
び
ん

く
ら

く
　
し
　
か
た

ふ
ん
ぬ

ま
つ

ま
つ

ま
つ

ほ
こ
ら

あ
ぐ
り
の
さ
と
周
辺
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Topics まちの話題 opics
opics

入念に花火を仕込む ▼

カシオ出場プロ 香我美中を訪問

失敗を怖れず挑戦しよう

すてきな秋のお花見

悲願の本殿落成！

有宮神社再建

山北みかんの長老は150歳

長寿みかん収穫

夜須出口地区　コスモス鑑賞会香我美町２.１㎞区間　調印式

高知東部自動車道の着工に向けて

第１回香南市短詩型文学振興大会表彰式

短詩に寄せる文芸の秋

第１回香南市芸能大会

練習の成果を華やかに披露

市内一斉清掃

放置ゴミみんなが困っちゅう

 

11
月
28
日
（
火
）
香
我
美
町
山
北
で
「
長
寿
み
か
ん
」

の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
の
天
然
記
念
物
で
樹

齢
約
150
年
の
こ
の
ミ
カ
ン
の
木
は
、
山
北
み
か
ん
の

祖
先
と
言
わ
れ
、
国
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
温
州
み

か
ん
で
は
最
古
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
さ
約
５
ｍ
、
枝
の
張
り
幅
は
10
ｍ
を
超
え
る
木

は
、
裏
年
で
も
た
わ
わ
に
実
を
付
け
、
長
寿
み
か
ん
保

存
会
（
岡
村
彰
会
長
）
ら
約
20
人
が
収
穫
に
あ
た
り
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
前
年
よ
り
100
㎏
上
回
る
約
500
㎏
の

収
穫
が
あ
り
、
市
内
の
小
中
学
校
や
福
祉
施
設
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
は
、
幹
の
腐
っ
た
部
分
に
水
が
入
ら
な
い

よ
う
漆
喰
を
塗
っ
て
手
当
を
な
ど
を
し
て
い
る
保
存

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
収
穫
後
に
来
年
も
た
く
さ
ん
実

を
つ
け
て
く
れ
る
よ
う
に
と
お
礼
肥
を
施
し
ま
し
た
。

　
11
月
29
日
（
水
）
市
役
所
で
、「
高
知
東
部

自
動
車
道
」
の
南
国
安
芸
道
路
（
南
国
市-

芸

西
村
、12
・
５
㎞
）
の
う
ち
香
我
美
町
徳
王
子

の
２
・
１
㎞
区
間
に
つ
い
て
地
元
住
民
、
市
、

県
の
代
表
者
の
三
者
が
周
辺
整
備
な
ど
に

関
す
る
覚
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
に
は
、
住
民
た
ち
で
つ
く
ら
れ
た

香
我
美
町
徳
王
子
・
岸
本
地
区
対
策
協
議
会

（
百
田
順
一
会
長
）
、
市
、
県
、
国
か
ら
約
10
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
夜
須
町
の

３
・
６
㎞
区
間
に
続
い
て
４
件
目
。

　
自
動
車
道
建
設
に
伴
い
、
市
や
県
が
覚
書

に
よ
る
周
辺
の
農
道
や
水
路
の
改
修
な
ど

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　12月２日（土）「のいちふれあいセンター」で、各町

の文化協会のサークルが一堂に会し、第１回香南

市芸能大会が開催されました。民謡やダンスなど

多彩な演目を披露し、日ごろの練習の成果に観客

から惜しみない拍手が送られていました。

　香南市文化協会会長の弘田秋雄さんは「地域の

芸能文化の交流と発表の場として育てていきたい」

と話されました。

　12月３日（日）市内各町で、新年をきれいなまちで

過ごそうと冬の市内一斉清掃が行われました。（赤岡

町のみ11月26日）

　今回はゴミステーション周辺に置きっぱなしのゴ

ミを重点的に回収しました。総量なんと約19トン！

ルール違反のゴミの量に住民もうんざり。放置され

た粗大ゴミやたくさんの空き缶などを、地域の住民

が協力し合って分別回収しました。

れ
い
ご
え

し
っ
く
い

　11月22日（水）氏子や地域の人たち約100人が集まり

新しい本殿の落成を祝いました。

　香我美町西川にある有宮神社は、平成16年１月１日

早朝に本殿や拝殿などを全焼しました。当初、再建は資

金面などで難航しましたが、氏子たちが集めた寄付金

や氏子でもある大工さんの協力などにより再建するこ

とができたそうです。地元の人たちは、「みんなで新し

い神社を末永く見守っていきたい」と感慨深く話して

いました。

　11月19日（日）夜須町出口地区の休耕田でピン

クや白、紅色のコスモス鑑賞会が行われました。

　中山間直接支払事業に取り組んだ住民が、「花

を植えたら地域も活性化するだろうし、通るも

楽しいだろう」と始めました。

　地域の男性が畑を作り、女性らが種まきをし

と力を合わせ、11月初めにはきれいな花をたく

さん咲かせることができました。鑑賞会では「来

年も続けていきたい」と地区代表の伊野由宣さ

んは話されました。

　11月21日（火）カシオワールドオープン（23日から

黒潮ＣＣで開催）に出場したプロゴルファー、宮本勝

昌さんと鈴木亨さんが香我美中学校を訪れ、１年生

53人に「夢に向かって挑戦し続けよう」などと呼びか

けました。今もなお夢を持って活躍しているプロの

選手の話に生徒たちは目を輝かせ、友だち同士で自

分の夢を話しあいました。

■短歌の部

【特選】山本由美子（香我美町）　【市長賞】河野とみえ（香我美町）

■俳句の部

【特選】影山 公子（野市町）　 　【教育長賞】乾 真紀子（野市町）

■川柳の部

【特選】山崎三智枝（香我美町）  【文化協会長賞】常石麗子（野市町）

短詩型文学振興大会表彰者（敬称略）

　11月30日（木）「のいちふれあいセンター」で文化協会主

催の第１回香南市短詩型文学振興大会表彰式が行われま

した。短歌は清遠幸男さん(夜須町)、俳句は前田欣一さん

(香美市)、川柳は住江左門さん(野市町)を選者に迎え、作

品の講評をしながらの表

彰となりました。

　来期は参加者互選によ

る作品に、３賞(市長･教

育長･文化協会長)を予定

しています。

　　広報こうなん 2007.１(13) 広報こうなん 2007.１ (12)
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ヤ・シィ海辺のマラソン大会

楽しいこと てんこ盛り!

三宝山トンネル内多重衝突事故想定訓練

潮風をうけて快走

香我美小学校に土鈴プレゼント

ビュットをねらって

えびすまんてん教室

2007年 イノシシ年！

　12月８日（金）香我美幼稚園で生活発表会が行

われました。園児たちは何日も練習した劇や演奏

を一生懸命発表しました。

　この日、５歳児が披露したのは、鼓笛の演奏。真

新しい鼓笛セットは、地域の火災予防に役立てて

ほしいと（財）日本防火協会から贈られたものです。

堂々と演奏するわが子の成長した姿に、保護者た

ちはさかんに拍手を送っていました。

　12月20日に開通の三宝山トンネル（野市町東佐古-兎田

726ｍ）で11日（月）、消防本部や警察署から約100人が参加し、

多重衝突事故を想定した訓練が行われました。

　バスと乗用車、10台に及ぶ玉突き事故が発生し、パトカー

や消防車、救急車などが次々と急行。騒然としたトンネル内

で救助隊員らが、車内に閉じ込められた負傷者の救出に懸

命に当たりました。トンネルの外では、医療スタッフが応急

処置を行い、重傷者は防災ヘリ「りょうま」で搬送。

　見事な連携作業にも「本番で力が発揮できるよう、さらに

訓練を」と、身を引き締めていました。

　12月11日（月）香我美町徳王子にある知的障害者通所

授産施設「フレンドリー」から香我美小学校の全校生徒

約300人に、来年のえとの土鈴が贈られました。

　同施設のグループ施設が作成している土鈴は、魔よ

けのいわれがあり「お正月に飾ってください」と児童代

表に手渡し、「今後も地域との交流を行っていきたい」

とあいさつをしていました。

　10月から３カ月間、土佐リハビリテーションカレッ

ジと共同で、歩行が不安な高齢者を対象に、手足の筋力

を強くする体操を中心とした「えびすまんてん教室」が

「のいちふれあいセンター」で開催されました。

　12月12日（火）は最終日。歩行能力や敏しょう性、バラ

ンスなどの測定を行い、開始時と比較すると「自分では

変化がないと思ったが、機敏になったと人に言われた」

といきいき話す参加者の姿が見られました。

　12月10日（日）「赤岡町運動広場」で市長杯ペタンク

大会が開催されました。始球式は市長と体育協会会

長がボールを投げ、試合開始。約130人が真剣なまな

ざしで市長杯を目指しました。

　四国中央市から参加した寺尾浩一さんは「力試し

に交流しに来ましたが、難しいですね」と

苦戦模様。優勝戦ではギャラリーが取り

囲んでの好勝負でした。

▼結果はスポーツトピックスをご覧くだ

さい。

　毎年、12月４日から10日は人権週間、３日から９日は障害者週間

です。４日（月）には人権週間啓発街宣パレードとして人権擁護委員

や市職員らが市内全域をまわりました。

　10日（日）には「のいちふれあいセンター」

で香南市人権啓発フェスティバルが開催さ

れ、人権作文の発表や桂こけ枝さんの「ほ

のぼの落語」、障害者疑似体験などに、たく

さんの市民が来場し、人権について学びま

した。

▼

障害者疑似体験で車イスの体験中

▲曲目は「ドレミの歌」と「踊るポンポコリン」▲曲目は「ドレミの歌」と「踊るポンポコリン」

 12月10日（日）

雨のため１日延

期された「のい

ち子どもフェス

タ」が、野市総合

体育館の駐車場

を会場に行われ

ました。７年前、

「子どもたちが

主体となって楽しむことができるお祭りを」と計画し、実行

委員会を立ち上げて以来、毎年開催しています。

　今年も、高齢者クラブのメンバーに竹馬やこま回しなど

昔遊びを教わる体験コーナーや物作りコーナー、ＰＴＡら

の出店コーナーなどに約700人の参加者でにぎわいました。

　子どものフリーマーケットでは約30人が店を広げ、ステ

ージでは、剣道・少林寺拳法の演武、缶つみやぞうり飛ばし

選手権などを楽しんでいました。

高齢者クラブ手作りの綿あめ製造機高齢者クラブ手作りの綿あめ製造機

　　広報こうなん 2007.１(15) 広報こうなん 2007.１ (14)
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知らせ

お

お問い合わせは
こちらまで

●市役所（本庁)  56-0511

　総　務　課　　57-8500

　防災対策課　　57-8501

　財　政　課　　57-8502

　企　画　課　　57-8503

　税　務　課　　57-8504

　市　民　課　　57-8506

　人　権　課　　57-8507

　環境対策課　　57-8508

　保険医療課　　57-8510

　福祉事務所　　57-8509

　上下水道課　　57-8512

　出　納　室　　57-8515

●赤 岡 支所  　55-3111

　健康対策課　　57-7516

●香我美支所　　55-2111

　建　設　課　　57-7518

　農　林　課　　57-7517

  農業委員会　　57-7519

●夜 須 支所　　55-3141

 [教育委員会]

　学校教育課　　57-7521

　こ ど も課　　57-7522

　生涯学習課　　57-7523

　給食センター　　57-7524

●吉 川 支所　  55-3121

　商工水産課　　57-7520

●香 南 消防　　55-4141

人口 /34,201 人　世帯 /13,578 戸

（男 /16,401 人　女 /17,800 人）  

出生 /   30 人　死亡 /  38 人

転入 /   79 人　転出 /  60 人

対前月比 /11 人増 (18.11.30 現在 )

市のうごき

広告

　

募

集

　

第
１
回
教
育
長
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

厚
生
労
働
行
政
モ
ニ
タ
ー

　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

の
い
ち
動
物
公
園

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
ズ
募
集

『
出
産
育
児
一
時
金
の

　
　
　
　
　
　
受
取
代
理
』

　
印
鑑
登
録
　

　

国

保

　

nformationi   informatio n
　　

香
南
市
で
は
、
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
職
種
お
よ
び
賃
金
（
日
額
）

①
一
般
事
務
職 

…
６
千
６
百
円

②
保
健
師
（
有
資
格
者
）

　
　
　
　
　
　 

…
７
千
３
百
円

③
用
務
員
・
指
導
員

　
　
　
　
　
　 

…
６
千
６
百
円

④
司
書
（
有
資
格
者
） 

…
７
千
円

⑤
調
査
員
　
　
　
　 

…
７
千
円

⑥
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

 

（
有
資
格
者
） 

　
　 

…
７
千
円

⑦
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
パ
ー
ト

　
　
　
　
　 

…
（
時
給
）
１
千
円

⑧
調
理
員
　
　
　
　 

…
７
千
円

⑨
調
理
員
パ
ー
ト

　
　
　
　
　 

…
（
時
給
）
１
千
円

■
勤
務
時
間

▼
１
日
勤
務 

 
 
 
 
 
 

…
８
時
間

▼
パ
ー
ト 

 

　 

…
原
則
４
時
間

※
職
種
に
よ
っ
て
勤
務
時
間
は

異
な
り
ま
す
。

■
雇
用
期
間

　
随
時
雇
用
で
、
６
カ
月
以
内

※
再
雇
用
有
り（
最
長
１
年
ま
で
）

■
応
募
方
法

　
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
持
参
ま
た
は
郵
送
）

▼
履
歴
書
　
１
部

　
・
市
販
の
履
歴
書
を
使
用

　
・
写
真
を
貼
付
の
こ
と

　
・
希
望
す
る
職
種
を
履
歴
書
上

　
部
余
白
に
記
載
の
こ
と

▼
資
格
証
の
写
し
（
資
格
の
必
要

な
職
種
の
み
）

※
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
お
よ
び

調
理
員
は
、
採
用
時
に
健
康
診
断

書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
履
歴
書
の
提
出
お
よ
び
問
い

合
わ
せ

▼
①
・
②
の
職
種
…
市
役
所
総
務

　
課
職
員
係
／
〒
７
８
１-

５
２

　
９
２
　
野
市
町
西
野
二
七
〇
六

▼
③
～
⑨
の
職
種
…
市
教
育
委

　
員
会
こ
ど
も
課
／
〒
７
８
１-

　
５
６
０
１
　
夜
須
町
坪
井
二
七

　
〇
ノ
三

　
19
年
度
の
広
域
通
信
制
高
等

学
校
、
福
祉
通
信
教
育
お
よ
び
生

涯
学
習
通
信
講
座
の
学
生
・
受
講

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間

▼
高
等
学
校
普
通
科
・
選
科

２
月
１
日（
木
）～
４
月
20
日（
金
）

▼
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス

２
月
１
日（
木
）～
３
月
１
日（
木
）

▼
生
涯
学
習
通
信
講
座

通
年
申
込
受
付

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
０
４
２-
５
７
２-

３
１
５
１
　 

（
資
料
請
求
）
０
１

２
０-

０
６-

８
８
８
１

　　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
た
だ
今
、
19
年
４
月
入

学
生
を
募
集
中
で
す
。

■
募
集
の
種
類

教
養
学
部
・
大
学
院

■
受
付
締
切
り
　
２
月
15
日
（
木
）

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

高
知
市
曙
町
二
ノ
五
ノ
一
　

　
０
８
８-

８
４
３-

４
８
６
４

■
日
時
　
３
月
21
日
（
水
・
祝
）

▼
受 

 

付
　
午
前
８
時
30
分
～

▼
開
会
式
　
午
前
９
時

■
場
所
　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ

■
種
目
　
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス（
初

級
・
中
級
）

■
参
加
費
　
１
ペ
ア
２
千
円
と

ボ
ー
ル
１
缶
（
ダ
ン
ロ
ッ
プ
フ
ォ

ー
ト
）
を
当
日
持
参

■
申
込
み
締
切
り
　
２
月
21
日（
水
）

先
着
54
ペ
ア

■
申
込
み
方
法
　

▼
往
復
ハ
ガ
キ
か
メ
ー
ル（
件
名
・

テ
ニ
ス
大
会
参
加
）

▽
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
ペ
ア
の

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
所
属
ク

ラ
ブ
名
・
出
場
ク
ラ
ス
を
明
記
し

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
主
催
　
野
市
町
体
育
協
会

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

野
市
町
東
野
五
五
五
ノ
一
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
木
眞
知
子 

ま
で

　 
m
a
c
h
i
1
9
5
2
@
y
a
h
o
o
.
c
o
.
j
p

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト
を

使
う
４
人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
す
。

■
日
時
　
２
月
４
日
（
日
）

▼
集 

 

合
　
午
前
８
時
40
分
～

▼
開
会
式
　
午
前
９
時

■
場
所
　
野
市
総
合
体
育
館

■
参
加
資
格
　
市
内
在
住
・
在
職

者
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

■
申
込
み
締
切
り 

１
月
19
日（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ま

た
は
野
市
総
合
体
育
館
　

　

年

金

　

市
臨
時
職
員
（
19
年
度
）

放
送
大
学 

入
学
生
募
集

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

入
学
生
募
集

野
市
テ
ニ
ス
大
会

引
換
え
は
お
済
み
で
す
か

18
年
分
源
泉
徴
収
票
を
送
付

　　
福
祉
・
医
療
・
年
金
・
働
く
環
境

の
整
備
な
ど
、
国
民
生
活
に
密
着

し
た
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
く

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
依
頼
期
間
　
19
年
４
月
１
日

～
20
年
３
月
31
日

■
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
人

※
主
な
仕
事
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
示
さ
れ
る
課
題
に
つ
い
て
の

意
見
、
回
答
を
す
る
も
の
で
す
。

■
謝
礼
金
　
内
容
に
よ
り
２
千

円
～
１
万
２
千
円

■
募
集
期
間

１
月
５
日（
金
）～
１
月
17
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
　
厚
生
労
働
省

大
臣
官
房
総
務
課
広
報
室

　
０
３-

５
２
５
３-

１
１
１
１

　
　
　

■
募
集
対
象

▼
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー

ズ
第
６
期
生
…
県
内
高
校
生

▼
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー

ズ
第
９
期
生
…
18
歳
以
上

■
活
動
内
容

▼
動
物
公
園
内
で
行
う
イ
ベ
ン

ト
へ
の
協
力
な
ど

■
募
集
期
間

１
月
９
日（
火
）～
１
月
26
日（
金
）

■
応
募
方
法

　
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号

を
記
入
し
た
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

野
市
町
大
谷
七
三
八

県
立
野
市
動
物
公
園
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集
係 

 
 

56-

３
５
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
56-

３
７
２
３

　
こ
の
制
度
は
、
香
南
市
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
が
、
事
前
に

市
に
申
請
し
、
市
が
直
接
医
療
機

関
な
ど
に
分
娩
費（
35
万
円
ま
で
）

を
支
払
う
制
度
で
す
。

　
被
保
険
者
の
出
産
時
の
費
用

負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
出
産

で
き
る
環
境
整
備
の
推
進
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

■
開
始
日
　

19
年
２
月
１
日(

予
定
）

■
対
象
者
と
条
件
　

　
市
内
の
国
保
被
保
険
者
で
、
出

産
育
児
一
時
金
を
支
給
さ
れ
る

見
込
み
が
あ
り
、
出
産
予
定
日
ま

で
１
カ
月
以
内
の
人
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
医
療
機
関

の
承
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
国

保
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
世
帯
に
限

り
ま
す
。

　
旧
町
村
発
行
の
印
鑑
登
録
証

を
香
南
市
の
登
録
証
に
無
料
で

引
換
え
て
い
ま
す
。

■
無
料
引
換
え
期
間

19
年
３
月
末
日
ま
で

※
以
後
は
有
料
（
三
百
円
）

■
引
換
え
場
所

市
役
所
市
民
課
、
各
支
所
の
窓
口

■
持
参
す
る
も
の
　

旧
町
村
発
行
の
印
鑑
登
録
証

■
代
理
人
も
引
換
え
で
き
ま
す

　
登
録
者
の
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
を
申
請
書
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
確
認
の
う
え

来
庁
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
市
民
課

　
国
民
・
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
・

退
職
年
金
は
、「
雑
所
得
」
と
し
て

課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で
は
、

老
齢
年
金
の
受
給
者
全
員
に
「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
送

付
し
ま
す
（
毎
年
１
月
下
旬
）
。

　
確
定
申
告
に
は
、
こ
の
「
源
泉

徴
収
票
」
が
必
要
で
す
。
紛
失
し

た
場
合
は
、
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
障
害
・
遺
族
年
金
は
、
課
税
対

象
と
な
ら
な
い
の
で
「
源
泉
徴
収

票
」
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ご
存
じ
で
す
か
？
20
歳
に
な

る
と
「
国
民
年
金
」
に
加
入
し
な

い
と
い
け
な
い
こ
と
。

　
「
国
民
年
金
」
は
、
老
後
は
も
ち

ろ
ん
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
収
入

が
途
絶
え
て
も
、
安
心
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
社
会
全
体
で
支

え
合
う
制
度
で
す
。

■
年
金
手
帳
と
基
礎
年
金
番
号

　
20
歳
に
な
る
と
、
送
ら
れ
て
く

る
年
金
手
帳
と
納
付
案
内
書
。
そ

の
年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
基

礎
年
金
番
号
は
、
年
金
を
受
給
す

る
と
き
や
会
社
に
就
職
す
る
と

き
な
ど
、
一
生
涯
使
い
ま
す
。
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度
　

　
学
生
に
も
保
険
料
の
納
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
在

学
中
の
保
険
料
を
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
以
外
の
20
歳
代
の
人
は
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

南
国
社
会
保
険
事
務
所

　
０
８
８-

８
６
４-

１
１
１
１
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  informatio n

「
電
話
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

サ
ー
ビ
ス
制
度
」が
ス
タ
ー
ト

　

労

働

　

　

そ

の

他

　

　

催

し

　

第
１
回
香
我
美
芸
能
大
会

救 

急 

講 

習 

会

最 

低 

賃 

金

新
春
凧
揚
げ
大
会

旧
正
月
凧
揚
げ
大
会

ＴＡＸＴＡＸＴＡＸ
税の お知らせ

所得税の確定申告と市・県民税の申告相談が始まります

　今年の申告場所は、市役所本庁（野市町）のみです。人員配置などが厳しく、各支所で

の受付をすることができません。つきましては期間内２月中、各支所から連絡バスを

運行する予定です。運行時刻などは、広報２月号でお知らせしますが、詳しくは各支所、

税務課・市民税係にお問い合わせください。

　大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。　

※

　源泉徴収された税金や予定納税分を納め過ぎの人は、還付を受ける

ための申告（還付申告）ができます。期間前（2/15以前）でも、税務署へは

提出することができます。

還付申告はお早めに! 期間前でも税務署ならＯＫ

■ 確定申告で使用する課税明細を発送します

事業者のみなさんへ…

◆対象  農業や営業などの事業に使用している土地や建物に対する固定資産税

◆送付　固定資産税の１筆・１棟ごとに税相当額を記載した課税明細書を各納税者

        平成19年１月中に発送します。

◆計算方法

　　　　税相当額＝課税標準額×1.4%

　　　　　

◆期間   平成19年２月16日（金）～３月15日（木）

◆場所　 市役所本庁  ３階 第４会議室

◆時間   《午前》 9:00～11:30 《午後》 1:00～4:30

　厚生労働省が制作したマタニティマ

ークを活用し、妊婦さんと赤ちゃんのた

めの車用ステッカーをつくりました。こ

れは18年12月から母子健康手帳の交付

時にお渡ししています。すでに手帳を交

付されている妊婦さん、１歳未満のお子

さまがいる人で希望される人は窓口へ

お越しください。

マ

タ
ニ
ティマークをご存じです

か
？

妊婦さんに思いやりを…
優しい気持ちから生まれたマークです

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●配布場所　  市役所市民課（本庁）・各支所
●問い合わせ 市役所健康対策課　

●車用ステッカーができました！

　　　　　過疎地域内と農村工業等導入地区内の事業所

　　　　　で、所定の要件を満たす設備や建物、土地などに

　　　　　対して課税免除をすることができます。

　　詳しくは、資産税係までお問い合わせください。

・ 印鑑　

・ 源泉徴収票（給与所得者・公的年金受給者）

・ 年金支払証明書　　　　　　　　　【個人年金収入がある人】

・ 生命保険料・損害保険料の払込証明書

・ 社会保険料支払証明書

・ 障害者手帳など障害を証明するもの【障害者控除を受ける人】

・ 収支内訳書とその内容が確認できる帳簿や領収書

　　　　　　　　 【事業（営業・農業）所得・不動産所得がある人】

 ・ 本人名義の金融機関の口座番号  　  【所得税の還付がある人】

◆ 

申
告
時
に
必
要
な
も
の 

※収支内訳書は各支所・税務課の窓口でお渡しします

※

香南警察署からのお知らせ

高齢者アドバイザー・谷間由美の

高齢者の交通事故を
　　　　　なくしましょう！

今年の香南市の交通事故死者数 ４人

　　　　　　 （うち高齢死者数 ３人）〔平成18年12月17日現在〕

　高齢者が犠牲になる交通事故が後を絶ちません。全死者に占め

る割合も半数以上が高齢者という高い比率になっています。

　高齢者の死亡事故の多くは、いつも通っている生活道路での歩

行中、特に道路横断中の発生です。

■安全への心がけ

　近くに横断歩道があるときは、面倒がらずに必ず横断歩道を渡

りましょう。また、車が来ていないかどうか、

左右の安全をしっかり確かめて渡りましょう。

特に危険なのは夜間の道路横断です。夜間

の外出では、明るい色の服装に夜光反射材

を積極的に活用しましょう。

■連絡先　香南警察署　 55-0110

 問い合わせ / 税務課　　57-8504

■
日
時
　
２
月
11
日
（
日
）

▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
　
野
市
町
ふ
れ
あ
い
広
場

■
問
い
合
わ
せ
　
香
南
ケ
ー
ブ
ル

Ｔ
Ｖ 

　
56-

０
１
０
２

　
高
知
県
下
の
最
低
賃
金
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
〔
　
〕
内
は
効

力
発
生
日
）

◎
高
知
県
最
低
賃
金
〔
平
成
18
年

10
月
１
日
〕

▼
時
間
額
　
六
百
十
五
円

◎
高
知
県
電
子
応
用
装
置
、
電
子

部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業
最
低
賃

金
〔
平
成
18
年
12
月
30
日
〕

▼
時
間
額
　
七
百
十
一
円

◎
高
知
県
一
般
貨
物
自
動
運
送

業
最
低
賃
金
〔
平
成
10
年
12
月-

 

30
日
〕（
大
型
貨
物
自
動
車
運
転

 

業
務
従
事
者
）

▼
日
額
　
七
千
二
百
八
十
円

▼
時
間
額
　
　
　
九
百
十
円

◎
高
知
県
道
路
貨
物
運
送
業
最 

 

低
賃
金〔
昭
和
63
年
12
月
30
日
〕（
大

型
貨
物
自
動
車
運
転
業
務
従
事
者
）

▼
日
額
　
五
千
七
百
五
十
四
円

▼
時
間
額
　
　
　
七
百
二
十
円

■
問
い
合
わ
せ

高
知
労
働
局
賃
金
室

　
０
８
８-

８
８
５-

６
０
２
４

■
日
時
　
１
月
21
日
（
日
）

▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時
　

■
場
所
　
香
我
美
町
徳
王
子
八
丁

■
問
い
合
わ
せ

香
南
市
役
所 

　
56-

０
５
１
１
　

　■
日
時
　
２
月
25
日
（
日
）

▼
昼
の
部
　
正
午
～

▼
夜
の
部
　
午
後
６
時
～

■
場
所
　
香
我
美
市
民
館

■
問
い
合
わ
せ
　
香
我
美
市
民

館
　
55-

２
１
４
３

　
日
本
全
国
で
提
供
さ
れ
て
い

る
加
入
電
話
、
公
衆
電
話
、
緊
急

通
報
（
110
番
・
118
番
・
119
番
）
の
電

話
サ
ー
ビ
ス
が
、
電
気
通
信
事
業

法
に
定
め
ら
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
携
帯
電
話
や
Ｉ
Ｐ
電
話
の
普

及
と
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
に
伴
い

通
話
料
金
な
ど
が
大
幅
に
安
く

な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
、
こ

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
費
用
が
不

足
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
こ
の
た
め
、
固
定
・
携
帯
・
Ｉ
Ｐ

電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
電
話
会
社
が

協
力
し
て
必
要
な
費
用
を
負
担

す
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス

制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
費
用
は
、
皆
さ
ん
の
電
話

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
金
か
ら
賄
わ

れ
ま
す
。
制
度
の
円
滑
な
運
営
の

た
め
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

四
国
総
合
通
信
局

　
０
８
９-

９
３
６-

５
０
４
１

 

　
香
南
消
防
職
員
を
講
師
に
救

急
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
10
日
（
土
）

午
前
９
時
～
正
午

■
募
集
対
象
　

子
育
て
中
の
保
護
者（
託
児
な
し
・

子
連
れ
可
）
先
着
30
人

■
開
催
場
所

野
市
町
東
部
老
人
憩
の
家

■
申
込
み
締
切
り
　
１
月
27
日（
土
）

■
申
込
み
・
連
絡
先
　
子
育
て
サ

ー
ク
ル
あ
い
ま
っ
ぷ
ク
ラ
ブ

　
54-

３
５
８
３
（
池
）
ま
で

■固定資産税の課税が免除されます。

過疎地域〈　　　　〉
農村工業等導入地区〈 　   　　    〉の 事業所

赤岡・夜須
赤岡・香我美・吉川
の指定の工業団地

◆対象

◆
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【
第
７
回
香
南
市
交
歓
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
野
市
カ
ッ
プ
）】

■
11
月
４
日
（
土
）・
５
日
（
日
）

■
県
立
野
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
「
野
市
カ
ッ
プ
」
と
し
て
行
わ

れ
て
き
た
交
歓
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
香
南
市
と
し
て

新
た
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
四
国

内
か
ら
集
ま
っ
た
95
チ
ー
ム
の

選
手
が
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。
香
南
市
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
男
子
１
部

３
　
位 

野
市
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
野
市
町
）

■
男
子
２
部

３
　
位 

岸
本
月
見
山
ク
ラ
ブ（
香

我
美
町
）

【
平
成
18
年
度
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
（
東
部
大
会
）
】

■
11
月
23
日
（
木
）

■
安
芸
市
ニ
ッ
ポ
ン

高
度
紙
球
技
場

■
団
体
の
部

優
勝
　
野
市
ク
ラ
ブ
Ａ
〔
家
次
俊

和
・
横
田
博
・
野
村
暎
子
・
山
本
末

子
・
福
留
ヨ
シ
子
・
溝
渕
恵
美
〕

　
　

【
第
57
回
高
新
中
学
駅
伝
競
走
大

会
】

■
11
月
26
日
（
日
）

■
春
野
運
動
公
園
周
回
コ
ー
ス

▼
県
内
５
地
区
予
選
６
位
ま
で

を
勝
ち
抜
い
た
学
校
が
出
場
で

き
る
こ
の
大
会
で
次
の
成
績
を

残
し
ま
し
た
。

■
男
子
の
部

16
位 

香
我
美
中
学
校
〔
山
本
学
・

桑
名
翔
也
・
岡
本
侑
大
・
藤
田
椋

也
・
川
崎
浩
平
・
吉
川
明
宏
〕

27
位 

夜
須
中
学
校
〔
小
松
寛
卓
・

管
雄
貴
・
濱
口
翼
・
中
村
浩
興
・
近

森
数
馬
・
広
岡
昌
晃
〕

【
第
28
回
野
市
少
年
剣
道
錬
成
大

会
】

■
11
月
26
日
（
日
）

■
県
立
野
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

■
小
学
校
個
人
の
部
〈
高
学
年
〉

優
勝
　
片
岡 

敦
（
野
市
少
剣
・
野
市

東
小
６
年
）

■
小
学
校
個
人
の
部
〈
低
学
年
〉

優
勝
　
森
田
公
生
（
剣
武
会
・
宿
毛
市
）

■
小
学
校
団
体
の
部

優
勝
　
野
市
少
剣

■
中
学
校
団
体
の
部

優
勝
　
香
我
美
中
学
校

【
第
１
回
の
い
ち
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

愛
好
会
コ
ン
ペ
】

■
12
月
３
日
（
日
）

■
野
市
ふ
れ
あ
い
広
場
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場

優
　
勝 

吉
川
行
訓 

ス
コ
ア
66

準
優
勝 

家
次
俊
和 

ス
コ
ア
67

３
　
位 

山
本
綾
子 

ス
コ
ア
70

【
第
１
回
香
南
市
長
杯
ペ
タ
ン
ク

大
会
】

■
12
月
10
日
（
日
）

■
赤
岡
運
動
広
場

優
　
勝 

香
北
悪
役
（
香
美
市
）

準
優
勝 

香
北
ベ
ア
ー
ズ
（
香
美
市
）

３
　
位 

赤
岡
燦
球
（
赤
岡
町
）

３
　
位 

岸
本
は
た
ち
会
Ｃ
（
香
我

美
町
）

【
第
５
回
ヤ
・
シ
ィ
海
辺
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
】

■
12
月
10
日
（
日
）

■
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
周
辺

《
３
㎞
コ
ー
ス
》

■
小
学
３
年
生
以
下（
個
人
）

優 
 

勝 

井
上
　
寿

          

　
13
分
44
秒
（
芸
西
村
）

準
優
勝 

谷
内
稜
晟

          

　
14
分
01
秒
（
夜
須
町
）

■
小
学
３
年
生
以
下（
親
子
）

優 
 

勝 

公
文
義
憲
・
皓
太

　
　    

　
14
分
05
秒
（
南
国
市
）

準
優
勝 

都
築
英
明
・
和
紘

          

　
16
分
10
秒
（
芸
西
村
）

■
小
学
生
高
学
年
の
部

優
　
勝 

谷
岡
佑
亮

          

　
12
分
36
秒
（
野
市
町)

準
優
勝 

田
内
寛
人

          
　
12
分
36
秒
（
夜
須
町
）

■
一
般
女
子
の
部（
中
学
生
以
上
）

優 

勝 

上
田
麻
衣

          

　
19
分
04
秒
（
安
芸
市
）

準
優
勝 

小
山
り
え

          

　
19
分
28
秒
（
安
芸
市
）

《
５
㎞
コ
ー
ス
》

■
中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝 

吉
田
尋
耶

　
　 

　
　
24
分
33
秒
（
野
市
町
）

準
優
勝 

恒
石
大
地

　
　 

　
　
24
分
43
秒
（
芸
西
村
）

■
一
般
男
子
の
部（
高
校
生
以
上
）

優
　
勝 

富
田
幸
寿

　
　 

　
　
20
分
21
秒
（
安
芸
市
）

準
優
勝 

小
松
隆
利

　
　 

　
　
20
分
34
秒
（
安
芸
市
）

《
団
体
成
績
・
小
学
生
の
部
》

優
　
勝 

野
市
Ｆ
・
Ｃ 

Ｏ
Ｂ
（
６

年
）〔
川
谷
健
太
・
笹
岡
祐
貴
・
藤

田
佑
也
・
谷
岡
佑
亮
・
山
本
祐
大
〕

準
優
勝 

夜
須
マ
ー
リ
ン
ズ
Ｊ
Ｒ

Ａ
〔
田
内
寛
人
・
小
松
孝
寿
・
宗
円

浩
樹
・
浜
田
英
志
・
谷
内
稜
晟
〕

空
　
手 剣

　
道

ペ
タ
ン
ク

野
　
球

駅
　
伝

駅
　
伝

相
　
撲

卓
　
球

体
　
操

マ
ラ
ソ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ビ
ー
チ
バ
レ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

スポーツトピックススポーツトピックス

　いよいよ冬のスポーツの季節がやって来ました。駅伝やマラソン、香南

市の人が活躍されたウインタースポーツの結果などを（教育委員会 スポー

ツ振興係  　57-7523）までご連絡ください。

県民スポーツフェスティバル2006(スキー・スノーボード）参加者募集！
　市内のスキー・スノーボード愛好者のスキー・スノーボード競技大回転への

参加をお待ちしています。

■開催日時　　２月４日（日）　午後３時より受付

■場　　所　　久万スキーランド（愛媛県久万高原町）

■申込み締切　香南市教育委員会（　　57-7523）…１月10日(水）まで

■問い合わせ　高知県教育委員会事務局 体育スポーツ課　　088-871-6663

幼
・
小
・
中
学
校
の

通
学
区
域
制
度
が
変
わ
り
ま
す

岸本小学校は市内全域が通学区になります岸本小学校は市内全域が通学区になります

校区外通学の条件が緩和されます校区外通学の条件が緩和されます

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
円
滑
な
学
校
運
営
と
児
童
生

徒
と
保
護
者
の
意
向
に
配
慮
し
た
、
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
１
月
１
日
か
ら
通
学
区
域
に
つ
い

て
の
制
度
を
変
更
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●通学区の幼稚園や学校より近い距離に他の幼稚園や

学校がある場合

●区域外通学を認められている人の兄弟姉妹が同じ幼

稚園・学校への区域外通学を希望する場合

●一時的に住所を校区外へ移す場合

●取り組んできた活動（スポーツ・文化活動等）が、通学

区の中学校の部活動にない場合（中学校入学時のみ対象）

●区域外通学を認められた人が、その校区の小中学校へ

進学を希望する場合（入学時のみ対象）

※申請の場合は必ず詳細を教育委員会にお問い合わせ

ください。

　高齢者や障害のある人を地震災害から守

るため、家具の転倒防止器具取付作業賃金へ

の補助を行っています。(非課税世帯のみ）

　市内の幼稚園や小中学校の区域外の通園・通学

について、許可期間や申請の条件を広げることに

なりました。

　なお、申請については教育委員会で協議し、内

容が適切であるか判断し、許可します。すべての

申請が許可されるとは限りません。

防
災
博
士
の

豆
知
識

昭和南海地震は昭和21年12月21日に起こりました！

　平成19年４月から区域外通学を希望される場合は、

平成19年１月末日までに申請を行ってください。以

後は学級編成の都合上、許可することが難しくなり

ます。

　香我美町にある岸本小学校は、市内唯一の小規模特認校（教育委員会

が特別に通学区域を定める学校）で、これまで香我美町全域が通学区域

として定められていましたが、１月１日からは市内全域から通学でき

るようになりました。

　なお、この制度で地区外から通学できる

のは、次のいずれかに該当する児童です。

■岸本地区に隣接している町で徒歩通学が

　可能な距離に住んでいること

■寄留地（親類等児童を責任もって保護で

　きる家庭）があること

■保護者が送迎できる場合

　12月６日から12月14日までの８日間で約

950人の児童や保護者が起震車での地震体験

をしました。

　今回は、60年前に起こった昭和南海地震と

今後予想される南海地震（５強～６弱の震度）

を体験しました。子どもたちは、揺れ始めた

らすぐに机の下へ

潜り込み、ガタガタ

と揺れる中、必死で

揺れが収まるのを

待ち、終わると「怖

かったねぇ」「頭う

った！」など感想を

言い合いました。保

護者は、「こんなに揺れたら家が壊れる！」と

心配していました。

　近い将来に必ず起こる地震に向け家庭内

での地震対策やその後、沿岸地域を襲う津波

対策をしていただきたいと思います。 

■昭和南海地震は早朝発生し、高知県では死

者697人、負傷者1，836人でした。

家具転倒防止金具設置事業
　　　　　　　追加募集！

■申込み…防災対策課（　　57-8501)
■申込み期間…２月28日まで

高知県は大きな
被害がでたそうじゃ

■詳しい問い合わせ・申請は
　　　　　　教育委員会（　　57-7521)へ
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香
南
市
役
所 

各
課
紹
介
⑨ 

　
　
　
教
育
委
員
会
・
夜
須
庁
舎
１
階      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
南
市
消
防
・
各
市
民
館

私たちがスタッフです。よろしくお願いします！

子どもたちが

健やかに育つ環境づくりを

心豊かでいきいき

輝く人づくり

生命・身体・財産を守る

それがわたしたちの使命です

 

二
〇
〇
〇
年
に
初
め
て
購
入
し

た
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ
ン
を
、

先
月
思
い
切
っ
て
買
い
替
え
た
。

古
い
も
の
は
、
ク

リ
ッ
ク
し
て
も
な

か
な
か
画
面
が
変

わ
ら
な
か
っ
た
り
、

ピ
タ
ッ
と
止
ま
っ

て
ウ
ン
と
も
ス
ン

と
も
応
答
な
し
に
な
っ
た
り
と
、

な
ん
と
も
ナ
マ
ケ
モ
ノ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
パ
ソ
コ

ン
と
い
う
ヤ
ツ
、
能
力
的
な
も
の

に
つ
い
て
は
い
ま
ひ
と
つ
分
か
ら

な
い
。
容
量
が
ど
う
と
か
速
さ
が

ど
う
と
か
、
私
の
脳

み
そ
の
上
っ
面
を
ツ

ル
ン
と
す
べ
っ
て
通

り
過
ぎ
て
行
く
。
パ

ソ
コ
ン
の
こ
と
を
よ
く
知
る
友
人

が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ

る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
『
こ
の
四

角
い
箱
の
中
に
は
小
人
さ
ん
が
い

て
、
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
仕
事
の
結
果
を
置
い

て
お
く
部
屋
が
い
く
つ
か
あ
る
』

の
だ
そ
う
だ
。
な
る
ほ
ど
、
こ
の

理
解
不
能
の
箱
の
な
か
に
、
『
白

雪
姫
』
に
出
て
く
る
か
わ
い
い
小

人
た
ち
が
生
き
生
き
と
歌
い
な
が

ら
働
い
て
い
る
様
子
を
想
像
す
る

と
愉
快
で
あ
る
。

　
二
、
三
日
前
も
、
彼
女
が
や
っ

て
き
て
あ
れ
こ
れ
と
使
い
勝
手
が

良
い
よ
う
に
設
定
を
し
な
お
し
て

く
れ
た
。「
お
か
げ

さ
ま
で
快
適
で
す
」

と
言
う
と
「
そ
り

ゃ
そ
う
で
し
ょ
。

小
人
さ
ん
は
若
返
っ
た
し
、
人
数

も
ぐ
ん
と
増
え
た
き
ね
え
」ん
ー
！

分
か
り
や
す
ー
い
！

　
五
十
代
で
出
会
っ
た
パ
ソ
コ
ン
、

ま
だ
ま
だ
格
闘
は
続
く
。
さ
て
さ

て
、
私
の
ツ
ル
ツ
ル
の
脳
み
そ
に

新
し
い
シ
ワ
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
（
香
我
美
町
・
ふ
た
ば
こ
）

55-3121

吉 川

55-4141

香南市消防

55-3111

赤 岡

55-3141

夜 須

おおきくなーれ!!
みてみて！うちの子

人事異動人事異動

『おおきくなーれ』コーナーでは２歳の誕生日までの

お子さんの応募をお待ちしています。

■総務課秘書広報係　　56-0511

　教育委員会の会議、教育施設の管理や建設、修理な

どを担当する教育総務係と、小中学校の児童生徒の

就学、教育行政の指導業務などを担当する学校教育

係があります。

　心豊かでいきいきと輝く人づくりを基本理念にし

て、香南市の子どもたちの明るい笑顔に出会えるよ

う課員一同がんばります。

　地域住民の自立支

援を基本に運営して

いるコミュニティー

センターです。

　市民の福祉の向上や、人権啓発の住民交流の

拠点となる開かれたコミュニティーセンター

を目指してがんばります。

　香南市消防本部総勢44人は、火災や災害の発生、

拡大を防止し、尊い命や貴重な財産を守るべく日夜、

訓練や予防業務に励んでいます。

　消防では万一の災害から身を守るために応急手

当や救出方法等の講習会も開催していますので、ぜ

ひ参加してください。その他消防に関するご質問等

がありましたらいつでも気軽にご連絡ください。

　課長のほか、こども係・保育所係・幼稚園係の職

員合わせて９人体制です。課の業務は、保育所・幼

稚園に関すること全般と、放課後児童クラブ、子

育て支援に関する業務を行っています。

　これからも、子どもたちが健やかに育つための

環境づくりに取り組んでいきますので、お気づき

の点がありましたら、気軽に声をおかけください。

57-7521

学校教育課

57-7522

こども課

＊
＊

＊

＊

55-0525

吉川市民館

総合センター

55-3600

赤岡市民館

　11月23日（木）『もえぎクリニック』スタッフの指導によ

り、赤岡保健センターで糖尿病教室が行われました。

　糖尿病治療中の22人を対象に糖尿病やストレスについ

ての講義、糖尿病食の試食を行いました。

　糖尿病は「血管を老化させる病気」。放っておくと古く

なった水道管のように、全身の血管が硬くボロボロになり、

脳梗塞のような命にかかわる合併症を引き起こします。

さらに糖尿病は生活習慣の乱れなどにより、だれもがか

かる可能性のある「生活習慣病」です。食事などの生活習

慣を見直し、血糖をコントロールしましょう！

　血糖をコントロールする食事のポイントは、バランス

よく適正エネルギーを取ることです。味付けは薄目に、よ

くかんで食べましょう。

糖尿病にご用心

　バランスがよく、意外と食

べごたえがありました。

■主食（ごはん100ｇ）

■主菜（豚肉のソテー）

■副菜（野菜の煮物・サラダ）

糖尿病教室開催

■昼食(376kcal）の献立

こうそく

小
人
さ
ん
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 56-3500のいち動物公園

「ベネットアカクビワラビー」の巻

豆
腐
造
り
の
水
渾
々
と
冬
に
入
る

藪
か
ら
し
た
ぐ
れ
ば
父
の
背
中
見
え

柚
子
熟
れ
る
弟
の
声
が
し
た
よ
う
な

コ
ン
セ
ン
ト
少
な
い
家
に
紅
葉
降
る

古
道
行
く
役
行
者
に
逢
え
そ
う
な

雲
が
雲
追
い
安
達
太
良
山
の
秋
が
行
く

バ
ス
停
で
待
つ
老
人
に
暮
易
し

あ
な
た
に
捨
て
ら
れ
た
の
じ
ゃ
な
い
わ
氷
雨
降
る

蛇
苺
食
べ
て
子
ど
も
の
名
を
忘
れ

か
な
か
な
に
急
か
さ
れ
て
い
る
夕
支
度

仏
法
僧
啼
い
て
る
杜
の
あ
か
る
さ
に

異
国
語
の
一
団
が
去
り
ヤ
ッ
コ
ソ
ウ

朝
し
ぐ
れ
無
声
映
画
の
よ
う
に
過
ぎ

十
一
月
の
貌
が
映
っ
て
ス
テ
ン
レ
ス

森
　
　
武
司

井
上
　
真
美

岸
田
　
房
子

山
本
　
　
房

高
橋
　
栄
子

畠
中
　
康
雄

井
上
　
育
子

池
上
　
美
恵

い
ず
み
し
づ

高
橋
芙
美
子

藤
野
　
秋
穂

安
丸
　
秀
美

影
山
　
公
子

尾
﨑
　
百
代

花
野
句
会

文
芸
文
芸

県立のいち動物公園発
 動物のおはなし

 動物のおはなし
⑨

や
ぶ

こ
ん
こ
ん

も
み
じ

う

あ
　
だ
　
た
　
ら
　
や
ま

ひ
さ
め

く
れ
や
す

も
り

か
お

ぶ
っ
ぽ
う
そ
う
　
な

ゆ
う
じ
た
く

せ

へ
び
い
ち
ご

え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

　カンガルーの仲間の中で、

　　　　　　体の小さいものを「ワラビー」といいます。

▲袋から顔を出す赤ちゃん

野
　
市

香
我
美

１
月
お
は
な
し
会

香我美図書館より　　55-0022

吉川図書室より　　　55-0525

●休館（室）日
  （香我美・野市図書館)1月/～4・8・9・11・15・22・29

（吉川図書室)1月/～4・6・7・8・13・14・20・21・27・28

　　　　　　　　　　（夜須図書室)1月/～4・８

おいでよ!まちの図書館へ

絵
本
読
み
聞
か
せ
…
13
日
・27
日
（
土
）

お
は
な
し
の
会
…
17
日
（
水
）

な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
…
13
日
・27
日
（
土
）

プ
チ
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
…
10
日
（
水
）

Pick up!
Pick up!

『いつも、ふたりで
  ばーさんがじーさんに作る食卓』　
　　　　　　　　　　岡西克明・松子/著

　sesenta（せせんた）さん69歳、cinco（し

んこ）さん69歳、いっしょに暮らすこと44

年のご夫婦が、ブログで公開していた毎

日の食卓風景をまとめた本です。

 「ローカロリーでも、マズイものはいや」

というsesentaさんのために作るcincoさ

んの料理は見ているだけでよだれが…。

空腹の時は目の毒かも？！

　今年もたくさんの利用をお待ちしています。

　１月13、14日の香我美町文化祭では、図書館２階展示ホールで

図書館バッグを作る教室やビーズアクセサリー教室なども行う

予定です。ぜひ足をお運びください。

◆藤沢周平未刊行初期短編            藤沢周平/著

◆北前船の事件　                        平岩弓枝/著

◆恋は、あなたのすべてじゃない　 石田衣良/著

◆藤原正彦の人生案内　  　　　　 藤原正彦/著

◆養老院より大学院　　 　　　　  内館牧子/著

◆十二支のことわざえほん　  　高畠　純/作

◆はらのなかのはらっぱで　　  アーサー・ビナード/作

◆ディスレクシアってなあに？  ローレン・Ｅ・モイニハン/作

新
着

   

案
内

《
大
人
向
け
》  

　《
子
ど
も
向
け
》

＊今月の一冊＊

　吉川総合センター１階ロビーでは「自

動車文庫」を設置しています。２カ月に

１回県立図書館より本を載せたバスが

来て、本の入れ替えを行っています。

　ただいま、吉川図書室が耐震工事中

のため不便をおかけしています。こち

らの文庫の利用もぜひ、よろしくお願

いします。

あけましておめでとうございます

１月の展示 翠心会小品展
１月17日（水）～28日（日）

　
ベ
ネ
ッ
ト
ア
カ
ク
ビ
ワ
ラ
ビ
ー
は
、

ワ
ラ
ビ
ー
の
中
で
は
大
き
い
種

類
で
す
が
、
大
人
の
ワ
ラ
ビ
ー

で
も
時
々
カ
ン
ガ
ル
ー
の
子
ど
も

と
間
違
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ベ
ネ
ッ
ト
ア

カ
ク
ビ
ワ
ラ
ビ
ー
に
か
わ
い
い

赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
、
元
気
に
育
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
メ
ス
の
お
腹
の
袋
（
育
児
の
う
）

で
子
ど
も
を
育
て
る
動
物
を
有
袋

類
と
い
い
ま
す
。
二
～
三
㎝
程
で
生

ま
れ
た
子
ど
も
は
自
分
の
力
で
袋

の
中
に
入
り
、
お
乳
を
飲
ん
で
育
ち

ま
す
。

　
お
母
さ
ん
で
あ
る
「
リ
ン
」
の
袋

か
ら
赤
ち
ゃ
ん
が
初
め
て
顔
を
出

し
た
の
は
二
〇
〇
六
年
八
月
一
日

で
し
た
。
有
袋
類
の
赤
ち
ゃ
ん
は
生

ま
れ
る
と
す
ぐ
に
袋
に
入
っ
て
し

ま
い
、
い
つ
出
産
し
た
の
か
、
な
か

な
か
確
認
で
き
な
い
た
め
、
初
め
て

顔
を
出
し
た
日
を
誕
生
日
と
し
て
い

ま
す
。
顔
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
一
～
二
カ
月
す
る
と
袋
か
ら
出
て

く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
赤

ち
ゃ
ん
は
二
週
間
後
と
い
う
と
て
も

早
い
時
期
に
出
て
き
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
だ
毛
も
生
え
て
お
ら
ず
し
っ

か
り
歩
く
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、

飼
育
係
が
袋
に
戻
し
親
子
を
個
室
に

移
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
時
々
袋
か

ら
出
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
少
し
す

る
と
自
分
で
出
入
り
で
き
る
よ
う
に

な
り
無
事
に
育
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
見
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
に
比
べ
る
と
、

と
て
も
た
く
ま
し
く
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
こ
の
た
く
ま
し
さ
ぶ
り
は
そ

の
後
も
続
い
て
お
り
、
お
母
さ
ん
の

袋
か
ら
卒
業
す
る
の
も
少
し
早
か
っ

た
よ
う
で
す
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ
お
乳

を
飲
ん
で
育
つ
た
め
、
二
月
ご
ろ
ま

で
は
顔
を
袋
に
入
れ
る
子
ど
も
ら
し

い
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
飼
育
係
　
新
保
文
子

お
母
さ
ん
の
袋
に
は

 
 

戻
ら
な
く
な
り
ま
し
た

▼

ご利用ください「自動車文庫」♪
今回をもってコーナンくんを

終わります。新しい人に

バトンタッチです。

ご愛顧ありがとう

ございました。



編
集
後
記

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

　
昨
年
は
合
併
し
、
初
め
て
の

地
域
へ
出
か
け
る
こ
と
が
多
か

っ
た
一
年
で
し
た
。
取
材
で
お

会
い
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
！
た

く
さ
ん
の
笑
顔
と
ご
協
力
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
を
つ
な
ぐ
広
報
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
こ
か
で
お
会
い
し
た
時
は
声

を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
昨
年
は
、
自
分
の
体
力
の
な

さ
を
感
じ
た
年
な
の
で
、
今
年

は
、
な
に
か
運
動
を
始
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
松)

▼
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ 

日
焼
ケ
ニ

モ
負
ケ
ズ
「
一
笑
懸
命
(＾＾)
」
頑

張
り
ま
す
！
　
　
　
　
　
　
（
井
）

▼
昨
年
の
反
省
を
生
か
し
、
イ

ノ
シ
シ
の
よ
う
に
前
進
で
き
る

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！
　（
Ｎ
）

《
12
月
号
》
ス
ポ
ー
ツ
ト
ピ
ッ
ク

ス
の
「
空
手
」
の
細
川
菜
々
さ
ん

の
お
名
前
を
表
記
し
間
違
い
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

《
広
報
へ
の
メ
ー
ル
》

k
o
u
h
o
u
@
c
i
t
y
.
k
o
c
h
i
-
k
o
n
a
n
.
l
g
.
j
p

《
香
南
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
k
o
c
h
i
-
k
o
n
a
n
.
l
g
.
j
p

や
り
ゆ
う

で
え 

⑧

や
り
ゆ
う

で
え 

⑧

や
り
ゆ
う

で
え 

⑧

や
り
ゆ
う

で
え 

⑧

広報こうなん 2007.1 (26)

　
旧
正
月
に
物
部
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
る
凧
揚
げ
大
会
。
百
畳
凧
が
勇
壮
に
空
を

舞
う
姿
は
野
市
町
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
土
佐
凧
を
愛
し
、
百
畳
凧

を
揚
げ
る
こ
と
に
熱
意
を
燃
や
す
野
市
土
佐
凧
保
存
同
好
会
を
紹
介
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

作業場（森田館）いっぱいの百畳凧

どこまで折れているか
　　　　　　　　　　親骨を確認

し
ん

ひ
ろ
む

た
こ

▼修理中の凧を見つめる

鈴木さん

昨年の凧が揚がる様子

 

百
畳
凧
は
昭
和
五
十
七
年
ご

ろ
に
制
作
し
た
十
六
畳
の
凧
か

ら
始
ま
り
、
よ
り
大
き
な
凧
へ
と

挑
戦
し
、
つ
い
に
畳
百
畳
も
の
大

き
さ
に
な
り
ま
し
た
。

　

野
市
町
合
併
二
〇
周
年
の
凧

揚
げ
イ
ベ
ン
ト
か
ら
発
足
し
た「
野

市
土
佐
凧
保
存
同
好
会
」
は
今
年

で
三
十
二
年
。
会
員
は
約
三
十

数
人
で
、
二
十
歳
か
ら
七
十
歳

代
の
幅
広
い
年
齢
の
凧
好
き
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
百
畳
凧
を
揚
げ
る
と
き
は
、

凧
に
十
人
、
引
き
手
に
二
十
人

と
交
代
役
を
い
れ
て
八
十
人
ほ

ど
必
要
で
す
。
会
員
だ
け
で
な
く
、

会
場
に
い
る
大
勢
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
も
一
体
と
な
っ
て
凧
揚
げ
を

手
伝
い
ま
す
。

　
凧
を
支
え
る
命
綱
の
チ
モ
ト

は
凧
の
大
き
な
体
を
上
空
で
も

操
れ
る
よ
う
に
、
三
百
キ
ロ
級

の
マ
グ
ロ
を
釣
る
ロ
ー
プ
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、凧
は
強
風
に
あ
お
ら
れ
、

ほ
ん
の
数
分
浮
い
た
だ
け
で
落

下
し
ま
し
た
。

　
軽
い
凧
を
作
る
た
め
に

何
年
も
乾
燥
さ
せ
た
竹
で

作
っ
た
ブ
ン
ブ
（
横
骨
）
も

上
空
で
折
れ
、
落
下
し
た

衝
撃
で
親
骨
の
芯
ま
で
折

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

二
月
の
旧
正
月
凧
揚
げ
大
会

に
向
け
、
十
一
月
か
ら
起
死
回
生

を
願
う
会
員
ら
の
手
に
よ
っ
て
、

百
畳
凧
の
修
理
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
修
理
は
大
が
か
り
で

親
骨
の
芯
が
折
れ
て
い
た
凧
の

損
傷
部
分
を
探
し
な
が
ら
、
一
人

ひ
と
り
が
紙
や
針
金
を
外
し
て

は
手
を
止
め
、
解
体
修
理
し
て

い
き
ま
す
。
凧
に
張
っ
た
和
紙
に

は
直
接
下
描
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

米
を
紙
の
上
に
置
い
て
武
者
絵

の
形
を
取
り
、
色
塗
り
の
下
地

に
す
る
な
ど
、
会
員
の
知
恵
や

昔
な
が
ら
の
手
法
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

直
し
た
あ
と
の
凧
は
良
く
揚

が
る
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
を
持
つ

同
好
会
。
「
今
年
は
昨
年
の
傷
を

い
た
わ
る
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り

と
大
空
の
舞
台
で
泳
が
し
て
や

り
た
い
」
と
同
好
会
会
長
の
鈴
木

勢
さ
ん
は
会
員
み
ん
な
の
思
い

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

香
南
市
広
報
「
こ
う
な
ん
」
平
成
十
九
年
一
月
一
日
発
行
　
　
　
　
　
　
編
集
・
香
南
市
広
報
編
集
委
員
会
　
発
行
･
香
南
市
役
所
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